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精子選別の原理精子選別の原理

蛍光試薬で精子のDNAを染色

精子 DNA量 蛍光精子 DNA量 蛍光

X（♀） 多 強

Y（♂） 少 弱

Handbook of Fluorescent Probes and Research Chemicals, 1999より

（ ） 少 弱

Handbook of Fluorescent Probes and Research Chemicals, 1999より



概要
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選別速度

X精子 1,183万個/時間X精子 1,183万個/時間

Y精子 1,357万個/時間

選別純度選別純度

X精子 92.8%

Y精子 92 4%Y精子 92.4%
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受胎率（未経産牛、精子300万個）

選別精子 47.9%（1,018/2,124）選別精子 47.9%（1,018/2,124）

非選別精子 58.7%（498/849）

有意差あり有意差あり

生存子牛分娩率

選別精子 88 6%選別精子 88.6%

非選別精子 89.3%

有意差なし
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妊娠期間

選別精子 281.1日選別精子 281.1日

非選別精子 281.3日

有意差なし有意差なし

生時体重

選別精子 36 9kg選別精子 36.9kg

非選別精子 37.5kg

有意差なし
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産子の性比

X精子による♀子牛 93.8%（570/608）X精子による♀子牛 93.8%（570/608）

Y精子による♂子牛 92.5%（541/585）

非選別精子による♀子牛 48 7%（307/631）非選別精子による♀子牛 48.7%（307/631）

産子の発育生 1
X精子によるホルスタイン種雌牛X精子によるホルスタイン種雌牛

Y精子による黒毛和種去勢牛

どちらも非選別精子による産子と有意差なし
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産子の発育生 2
X精子によるホルスタイン種雌牛への初回種付けX精子によるホルスタイン種雌牛 の初回種付け

非選別精子による産子と同時期

体外受精卵の受胎率

選別精子による体外受精卵 50.6%

非選別精子による体外受精卵 50 3%非選別精子による体外受精卵 50.3%

有意差なし



選別凍結精液生産実績選別凍結精液生産実績

年度
乳 肉 計

生産実数
（300万換算）

前年比較 生産実数
（300万換算）

前年比較 生産実数
（300万換算）

前年比較
（300万換算） （300万換算） （300万換算）

07 5,922
（6 429） ─ 1,731

（1 961） ─ 7,653
（8 390） ─

（6,429） （1,961） （8,390）

08 14,456 230% 1,080 94% 15,536 235%08 ,
（14,797） 230% ,

（1,848） 94% ,
（16,645） 235%

22 192 959 23 15109 22,192
（22,402） 151% 959

（1,746） 94% 23,151
（24,148） 145%

前年同月比較は300万換算で計算



現在の選別精液生産室
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